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   Case 1. 51 years old, woman. She has complained of the hematuria. By roentgen 
examinations, two red bean sized calculi were found in the right kidney, and  nephrecto-
mia dextra was performed. By the x-ray photography of the exstirpated kidney, many 
calculi were found in the pelvis. 
   Case 2. 45 years old, man. He has complained of the hematuria and the terminal 
miction pain. By cystoscopy, one calcolus was found in the bladder. But the shadow 
of it was not detected, in spite of various x-ray examinations. The calculus was proved 
only by pneumocontrast cystography (Takahashi-Okoshi-Schober's method). By the 
multiplier photometer, we could find the distinct difference of the x-ray shadows bet-
ween the extracted non-opaque calculus and opaque one.
緒 言
著者等は先に膀胱憩室に多発 した,レ 線陰性
結石の症例を本誌2巻5号 に発表 した.今 回は














院した.排 尿痛,残 尿感,腹 痛等はなく,排尿回数は
昼10回,夜3～4回.食 欲,睡 眠は良好.便通は1目
1回である.
一般所見:体 格,巣 養共に中等度,膀部 より恥骨部





































透明,弱酸性,蛋 白(±),膿 球(±),赤 血球は右




































の結石が1週 間位続いて排泄された.叉 初診約2カ 月
前から歩 行に際して下腹 部の不 快 感を訴える様にな
り,7月初旬には前後3回 に亘って血尿が見られた.
仙 痛 発作はないが,肉 体労働の後には残尿感があっ
た.排 尿中途から尿 線が細 少となることは屡々だつ
た.排 尿回数は7月過ぎ頃から稽々多 くな り,日中5
～6回,夜 は2～3回 である.食欲,唾 眠は良好で便














常を認めない.下 肢浮腫 はない.尿 は中等 度に潤濁
し,pH5.O,i蛋白(惜),ウ ロビリ〃一ゲソ(一),







































診断:以 上の所 見からレ線陰1性膀 胱結石と診断し
た.
活療及経過:8月21日,ペルカ ミγS2.4cc使用の






























は,すべて2cm以 上 では両 結石共影 像を結ばな
い.1cmの 液槽中では陰性結石は陰性の影像を結































結石が自然排泄 され,排 泄 された結石は明瞭に





























脈性 ピエログ ラフィーを応用した際,尿 管下端










診断 した例を報告 している.然 し佐藤23)の例
では本法でも術結石 を証 明し得 なかつたとい
う.





























は多数の砂 状結 石陰 影をも認めるこ とが出来
た.
即ち上 の事実か らみて,第1例 に於ては結石
の影像能力が結石の大きさによつて左右 された
ことは明かであり,それが小豆大の場合には生



























との黒白の差は全 く認め られない.こ れに反し
て,ヨrド ナ トリウムを使用した場合,そ の1
cmの液槽中では,陽性結石と対照 との値が極め
て近似 し,逆に陰性結石は陰性の影像を結んで
対照とのコン トラス トを保つ.し かもヨー ドナ
トリウムの濃度を増すにつれて黒さ の差 も増
加する.ヨー ドナ トリウム2cm以 上,即ち結石













つた.こ れは25%ヨー ドナ トリウム使用 の際 の
造 影剤 の量 が15%ヨー ドナ トリウム20cc使 用
の際 に比べ て濃度 が高 く且っ10cc多 か つた
為,結 石 が造影 剤内に完全 に埋 没 されたため と
考 え られ る.そ こで今,余 等が第2例 に於 て,
術前 気体造 影膀胱 撮影法 に使用 した造影 剤の濃
度及量 か ら,最 も優れた組合せ を決定 す るな ら
ぱ25%ヨー ドナ トリウム20cc便用 した場 合,
コン トラス トの優れ た結石影像 を描 出 し得 た と
推測 され る.
結 語
右腎及膀胱 レ線陰性結石の2例 を報告 し,併
せてこれ等 レ線陰性結石のレ線学的診断法に関
する実験的考察を試みた.
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5%ヨ ー ドナ ト リウ ム
1G%ヨー ドナ ト リウ ム
159/oヨー ドナ ト リウ ム







































































第4図15%NaJ20cc十 空 気100cc.注入 時
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第6図 摘出結石
